
た
、
市
議
会
の
議
場
も
本
庁
舎
に
は
求
め

ら
れ
ず
、
旧
大
竹
町
役
場
会
議
場
が
使
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
議
会
事
務
局
の
み

が
本
庁
舎
に
置
か
れ
た
。

　
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
は
な

ぜ
「
市
役
所
」
を
一
番
人
口
の
多
か
っ
た
大

竹
町
で
は
な
く
、
小
方
町
に
置
い
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
方
町
の
庁
舎
は
と
て

も
狭
く
、
当
分
の
間
は
、
旧
大
竹
町
役
場
に

組
織
の
一
部
を
分
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
な

ぜ
小
方
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
？
最
寄
り
の
鉄

道
の
駅
が
な
い
小
方
に
、
な
ぜ
市
役
所
を
置

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

　
当
時
、
大
竹
市
へ
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

大
竹
町
、
玖
波
町
、
栗
谷
村
、
友
和
村
松

ケ
原
地
区
は
推
進
し
て
い
た
が
、
小
方
町

だ
け
は
住
民
同
士
が
対
立
し
て
ま
で
合
併

反
対
運
動
が
起
き
る
な
ど
、
合
併
が
実
現

す
る
に
は
か
な
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

で
あ
っ
た
。
一
説
に
は
、
合
併
反
対
だ
っ

市
史
を
ひ
も
解
い
て
み
る
と

　

大
竹
市
は
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
、

大
竹
町
、
小
方
町
、
玖
波
町
、
栗
谷
村
、

友
和
村
松
ケ
原
地
区
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
。
市
制
施
行
時
の
人
口
は
３
１
５
７
４

人
で
、
世
帯
数
は
約
７
０
０
０
戸
、
総
面

積
は
73
・
４
㎢
で
あ
っ
た
。

　
「
大
竹
市
史　

本
編
第
二
巻
」
に
は
市

制
施
行
時
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。

　

市
制
施
行
と
同
時
に
本
庁
舎
を
小
方
町

（
旧
役
場
）
に
、
支
所
を
旧
町
村
役
場
に
、

出
張
所
を
松
ケ
原
地
区
に
、
駐
在
員
を
阿

多
田
島
お
よ
び
安
条
地
区
に
置
き
、
市
長

部
局
を
市
長
公
室
ほ
か
16
課
に
分
け
、
さ

ら
に
法
令
に
基
づ
く
執
行
機
関
で
あ
る
教

育
委
員
会
、
農
業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
、
監
査
委
員
等
の
事
務
局
を
置
い
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。
旧
小
方
町
役
場
で
あ
っ

た
本
庁
舎
は
狭
く
、
と
て
も
新
組
織
の
行

政
部
門
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
当
面
の
暫
定
措
置
と
し
て
、

市
長
部
局
で
は
市
長
公
室
ほ
か
８
課
と
、

他
の
執
行
機
関
で
は
選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
等
の
事
務
局
は
本
庁
舎
に
統
合

で
き
た
が
、
他
の
部
門
の
ほ
と
ん
ど
は
旧

大
竹
町
役
場
で
あ
っ
た
大
竹
支
所
に
、
ま

た
市
消
防
本
部
も
旧
大
竹
町
消
防
署
内
に

お
い
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
農
業

委
員
会
は
合
併
町
村
の
組
織
が
そ
の
ま
ま

受
け
継
が
れ
た
た
め
、
そ
の
事
務
局
は
そ

の
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所
に
お
い
た
。
ま

た
小
方
町
と
交
渉
す
る
中
で
、
市
役
所
を

小
方
に
置
く
こ
と
を
合
併
成
立
の
条
件
と

し
て
、
絶
対
に
譲
ら
な
か
っ
た
た
め
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
で
は
真
実
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
、
当
時
の
歴
史
を
探
っ
て
み
た
い
。

本
庁
舎
は
ど
の
町
に

　
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
２
月
、
合
併
関

係
町
村
で
は
「
新
市
合
併
建
設
計
画
（
案
）」

が
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
沿
岸
部
に
あ

る
玖
波
町
、
小
方
町
、
大
竹
町
と
３
つ
の
町

の
い
ず
れ
に
市
役
所
本
庁
舎
を
置
く
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
玖
波
町
で
は
、「
市
役

所
本
庁
舎
の
位
置
は
玖
波
町
に
置
く
」
と
し

て
い
た
が
、
か
な
わ
な
い
場
合
は
玖
波
町
役

場
を
支
所
に
と
い
う
立
場
で
臨
ん
で
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
竹
町
と
小
方
町
は
そ
れ

ぞ
れ
「
我
が
町
に
市
役
所
を
」
と
い
う
考
え

で
対
立
し
て
い
た
。

　

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
３
月
の
大
竹

町
議
会
の
協
議
会
で
も
、２
月
ま
で
は
「
未

定
」
で
あ
っ
た
庁
舎
の
位
置
と
市
の
名
前

が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
市
役
所
は
住
民
に

と
っ
て
最
も
便
利
な
場
所
に
置
く
べ
き
で

あ
り
、
人
口
が
多
く
町
と
し
て
発
展
し
て

い
て
、
裁
判
所
や
郵
便
局
、
銀
行
な
ど
が

あ
る
広
島
県
西
部
の
経
済
的
な
中
心
地
の

大
竹
町
に
置
く
の
が
自
然
で
あ
り
、
経
済

的
な
中
心
地
で
も
な
く
、
人
口
も
大
竹
町

に
比
べ
半
数
以
下
の
小
方
町
や
玖
波
町
に

新
庁
舎
を
置
く
と
い
う
の
は
、
市
役
所
を

利
用
す
る
住
民
か
ら
し
て
も
不
便
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
が
大
勢
で
あ
っ
た
。
町

と
し
て
の
機
能
も
備
わ
っ
て
い
る
大
竹
町

こ
そ
、
市
役
所
の
位
置
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
と
い
う
議
員
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
以
降
、
大
竹
村
は
和
紙
産
業
を
基

礎
に
商
業
が
発
達
、
佐
伯
郡
内
屈
指
の
村

に
成
長
し
て
お
り
、
明
治
43
（
１
９
１
０
）

年
１
月
１
日
か
ら
周
辺
地
域
の
中
で
も
い

ち
早
く
「
町
」
と
し
て
発
足
し
て
い
る
。

昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
の
国
勢
調
査
か

ら
人
口
を
比
べ
て
み
る
と
、
小
方
村
（
小

方
町
に
な
る
の
は
昭
和
26
年
で
あ
る
）
が

８
８
１
５
人
、
玖
波
町
が
４
３
７
９
人
、

栗
谷
村
が
１
４
１
９
人
で
あ
る
の
に
比
べ

大
竹
町
は
１
５
６
８
４
人
と
圧
倒
的
に
多

い
。
商
業
も
発
達
し
て
い
る
点
か
ら
、
こ

の
地
域
の
経
済
的
中
心
地
と
み
て
も
お
か

し
く
な
か
っ
た
。

　

小
方
町
と
意
見
が
対
立
す
る
中
、
大
竹

町
議
会
で
は
、
当
面
大
竹
町
役
場
に
新
庁

舎
を
置
く
こ
と
と
し
、
い
ず
れ
適
地
を
探

し
て
新
設
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
か
、
と

い
う
意
見
も
出
て
き
た
。
ま
た
、
合
併
建

設
計
画
を
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
し
て
、
一

か
ら
考
え
直
す
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

決
断
の
と
き
は
迫
る

　

一
方
、
小
方
町
議
会
で
は
、
市
の
名
前

が
「
大
竹
市
」
で
あ
る
う
え
、
市
役
所
も

大
竹
に
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
小
方
の

町
が
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
な
い
か
、

と
い
う
不
安
が
大
き
く
、
町
民
の
合
併
反

対
と
い
う
機
運
を
強
く
感
じ
て
い
た
。
大

竹
町
が
関
係
町
村
の
中
で
抜
き
ん
で
て
い

問い合わせ
　企画財政課　☎59-2124

市制施行70周年連載企画

振り返る
70年

る
の
は
人
口
規
模
だ
け
で
あ
り
、
財
政
的

な
面
も
含
め
、
他
は
小
方
町
の
方
が
優
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
新
庁
舎
は
小
方
に
置

く
べ
き
と
い
う
意
見
が
大
半
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
玖
波
町
や
栗
谷
村
、
友
和
村
松

ケ
原
地
区
は
、
距
離
的
な
面
を
重
視
、
大

竹
と
玖
波
の
中
間
点
で
あ
る
小
方
へ
市
役

所
を
置
く
べ
き
と
意
見
は
一
致
し
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
広
島
県
地
方
課
（
現
広

島
県
市
町
行
財
政
課
）
も
調
整
に
乗
り
出

す
。
大
竹
町
議
会
の
協
議
会
に
地
方
課
長

が
出
席
し
「
新
市
の
名
前
を
大
竹
に
す
る

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
は
ひ
と
つ
市

役
所
の
位
置
は
小
方
に
譲
る
と
い
う
こ
と

で
、
関
係
町
村
の
調
整
を
図
る
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
意
見
を
述
べ

て
い
る
。
そ
れ
で
も
大
竹
町
議
会
協
議
会

の
議
論
は
な
か
な
か
結
論
が
出
な
か
っ

た
。
だ
が
、
合
併
促
進
法
に
定
め
ら
れ
た

期
限
は
刻
一
刻
と
迫
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
も
は
や
決
断
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

市
名
は
「
大
竹
」
本
庁
は
「
小
方
」

　

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
７
月
25
日
、

大
竹
町
議
会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ

た
。
合
併
の
形
式
は
「
対
等
合
併
」、
新

市
名
は
「
大
竹
市
」、
時
期
は
「
９
月
１

日
実
施
」、新
庁
舎
の
位
置
は
小
方
、玖
波
、

栗
谷
、
友
和
村
松
ケ
原
地
区
が
希
望
し
て

い
る
「
小
方
」
に
置
く
こ
と
が
全
議
員
の

賛
成
で
決
定
さ
れ
た
。
小
方
町
が
、
１
週

間
以
内
に
喜
ん
で
合
併
に
応
じ
よ
う
と
決

議
を
し
た
な
ら
ば
、
大
竹
町
議
会
と
し
て

も
好
意
を
も
っ
て
迎
え
よ
う
と
い
う
こ
と

に
大
多
数
の
議
員
が
賛
成
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
「
対
等
合
併
」
と
い
う
立
場

を
尊
重
す
る
こ
と
で
、
関
係
町
村
で
決
定

し
た
「
合
併
建
設
計
画
」
を
決
定
案
通
り

実
施
で
き
、
合
併
問
題
は
円
満
に
解
決
で

き
る
と
い
う
選
択
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

な
お
庁
舎
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、

大
竹
町
役
場
が
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年

の
建
築
で
面
積
２
０
８
坪
（
約
６
８
７
・

60
㎡
）、
玖
波
町
で
役
場
庁
舎
が
新
築
さ
れ

た
の
は
昭
和
21
（
１
９
４
６
）
年
９
月
で

あ
り
、
面
積
は
68・
85
坪
（
約
２
２
７・
６

平
方
メ
ー
ト
ル
）で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

小
方
町
役
場
は
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年

の
建
築
で
面
積
が
２
７
５
坪
（
約
９
０
９・

09
㎡
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
大
竹
町
、
小

方
町
、
玖
波
町
の
中
で
小
方
町
役
場
が
一

番
新
し
く
、
そ
し
て
最
も
広
い
庁
舎
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
小
方
町
役
場
が
市
制
施
行

当
時
と
て
も
狭
か
っ
た
と
市
史
に
記
述
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
役
場
庁
舎
が
本

庁
舎
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
手
狭
な
庁
舎

で
あ
っ
た
。
町
制
か
ら
市
制
に
移
る
こ
と

で
業
務
も
増
え
、
新
た
な
部
署
も
必
要
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
方
に
市
役
所
を
置
い
た
理
由
は
、
当

時
の
小
方
町
が
、
合
併
の
条
件
と
し
て
強

力
に
主
張
し
た
た
め
で
も
、
各
町
村
が
仕

方
な
く
妥
協
し
た
結
果
で
も
な
か
っ
た
。

本
当
の
理
由
は
一
番
新
し
く
、
一
番
広
い

面
積
を
も
つ
庁
舎
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
し

た
う
え
で
、
合
併
す
る
各
町
村
が
合
意
し

た
「
合
併
建
設
計
画
」
を
決
定
案
通
り
に

実
施
す
る
た
め
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
円

満
な
合
併
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
総
合
的

な
見
地
か
ら
「
対
等
合
併
重
視
」
を
先
人

た
ち
が
判
断
し
た
結
果
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

第２回 市役所はなぜ小方にあるのか？旧小方町に置かれた
新市の本庁舎。
その理由を探ります。

大竹市役所本庁舎（旧小方町役場） 旧大竹町役場（昭和17年）

（資料１）一般会計の歳入額の比較表 （単位：円）
大竹町 小方町 玖波町 栗谷村

昭和26年  95‚591‚872 101‚480‚076 19‚768‚917 ‒

昭和27年 104‚339‚414 117‚648‚375 29‚189‚053 30‚370‚626

昭和28年  95‚272‚981 107‚780‚262 25‚645‚746 32‚135‚901

なお、市の名前については、昭和36年3月に発行された「広
島県市町村合併史」（広島県市長会・広島県町村会発行）に
よると、①大竹町が従来社会的、経済的にみて広島県西南
部の根幹をなしている。②「紙の大竹」として全国的に著
名である。③大竹町は市域の人口の半数を占めている。こ
れらの理由から「大竹市」になったと記されている。

（資料２）人口の推移　国勢調査より （単位：人）

大竹町 小方町 玖波町 栗谷村

昭和25年 15‚684  7‚816 3‚815 1‚323

昭和30年 17‚685  8‚815 4‚379 1‚419

昭和35年 19‚515  9‚184 4‚169 1‚247

昭和40年 20‚785 11‚113 4‚762 1‚052
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